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W121a ASTRO-H搭載 硬X線望遠鏡 (HXT) の開発の現状 VII
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ASTRO-Hは 2015年打ち上げ予定の次期X線天文衛星である。この衛星には口径 45cm/焦点距離 12mの多層
膜硬X線望遠鏡 (HXT)2 台が搭載され、10 keV以上の硬X線領域での撮像が可能となる。HXTの開発/製作は名
古屋大学が中心となって行っており、昨年のHXT1号機完成に続いて、今年 2号機 (HXT-2)が完成した。HXT-2
の完成後、機械環境試験（音響試験、振動試験）を実施し、HXT-2が機械環境試験に耐えることを確認している。
大型放射光施設 SPring-8での地上較正試験から、HXT-2がHXT-1と同等の性能を有することを確認し、ほぼ設
計通りの性能を持つことがわかった。
本講演では、HXTの開発の現状ならびに、X線性能試験の結果を報告する。


